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村の ようす

(52年 3月 1日現在)

1，456戸(十 3)

7.340人(十]3)
;3，598人(+6) 

;3，742人(+7) 

-世帯数

人口

男

女

辻
勝
源
さ
ん
ら
を
委
嘱

円
老
人
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
H

と
、
石
川
警
察
署
と
交
通
安
全
協
会
石
川
支

部
で
は
、
老
人
の
交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
が
、
玉
川
村
で
も
委
嘱
状
の
交

付
式
が
こ
月
二
十
三
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
で
は
、
川
辺
の
辻
勝
源
さ
ん
ら
二

十
九
名
に
、
石
川
警
察
署
長
と
交
通
安
全
協

会
石
川
支
部
長
か
ら
、
委
嘱
状
と
「
タ
ス

キ
μ

が
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
石
川
警
察
署
長

か
ら
、
自
ら
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
模

範
と
な
っ
て
ほ
し
い
、
ま
た
、
地
域
の
老
人

活
動
の
中
で
、
あ
る
い
は
家
庭
の
中
で
交
通

安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
ほ
じ
い
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
草
野

助
役
ら
か
ら
は
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

川、む
の
川治
、台

グ
交
通
ル
1
ル
に
つ
い
て
の
研

修
会
主
符
抗
、
3

今
後
の
活
動
に
備
え
ま
し

た。

.
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
を
築
く
た

山引
け
今
後
一
、
の
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す。



現
在
皆
さ
ん
が
ぞ
使
用
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、
本

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
有
効
期

限
と
な
っ
て
お
り
、
四
月
一
日
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
に
切
り
替
え

ら
れ
ま
す
。
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が新しくなります国民健康保険の F保険証』

新
し
い
保
険
証
を
お
渡
し
す
る

の
は
、
三
月
中
に
地
区
ご
と
に
行

い
ま
す
が
、
そ
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
じ

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
は
、
古
い

保
険
証
と
交
換
に
な
り
ま
す
の
で

・ーー 目、.

且 白地区 名 時 :一一淘ι 場 所 池 区 洛 3時 間;場 所|

吉 1一年市午期午前i盟前D時日主お時崎3分0分 正益 民館 害井 義一午平前後工9戦午時後害4時時二-回託公民館
3月28日 給雪 山小屋公民館怠叉子商議 須釜支所

川辺 午目iJ9午時 ~ JII辺公民館 南須 釜前11時

3月29日 岩法寺 午後1午時後 岩法寺公民館
〈蟹沢、荻ノ田 。 ~ 

，..__，q:.m2時 堂ノ内、奥平

竜崎 午後~2午時3後0分4時 竜崎公民館 柳作)

蒜生 午目iJ9時午 玉川村役場 オじ 須釜
3月30日 ~後4時 ~ ~ 

中 。 ~ 〈東部地区〉
吋

北(西部須地区釜) 3月31日 小高 。 ~ ~ 

。
保
険
証
交
付
日
程
表

保険料が 2，'~20"O円に

• 

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年
の
四

月
か
ら
一
と
月
に
つ
き
二
千
二
百
円
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
給
付
費
の
三
分
の
一

を
国
庫
が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

十
月
か
ら
老
齢
年
金
を
は
じ
め
と
し
て

各
種
の
年
金
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
な
り
の
保
険

料
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
七
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
急
に
増

え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
今
後
も
毎

年
段
階
的
に
引
き
ょ
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
、
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ

、U

昭
和
五
十
二

T

産

米

の

沌

玲

れ

れ

す

九

段

段

ArF¥ム
ミ

F
P
:
;
¥一-r
、-
P

L

)

‘

が

加

算

さ

れ

ま

す

。

事，

u予
支
ミ
芝
役
量
こ
コ
、

C

ヨ
ム
目
ゴ
仔
拐
母
屋
委
主
t
で
し

T

1

今
後
一
般
的
に
転
作
の
増
加

を
期
待
す
ベ
き
作
物
で
あ
り
な
が

去
る
二
月
二
十
九
日
・
の
会
議
v

も

ち
p

米
L

a

，
九
五
。
俵

F
J

昭
和
五
十
二
年
水
田
総
合
利
用
ら
反
当
り
の
収
益
性
が
劣
る
た
め

い
て
昭
和
一
五
す
二
年
産
米
の
官
(
昨
年

ρ

一
七
一
一
七
俵
凶
一
ベ
転
作
目
標
面
積
(
従
来
の
米
生
産
転
作
が
伸
び
な
い
作
物
へ
の
転
作

売
渡
申
込
限
度
数
量
の
配
分
1

計
一
三
三
刈
一
四
二
三
俵
調
整
面
積
)
に
つ
い
て
は
、
米
の
に
よ
り
、
集
落
単
位
に
み
て
そ
の

和
五
十
二
年
水
田
総
合
利
用
品
川

λ
昨
年
二
主
九
一
七
五

O
俵
〉
需
給
事
情
と
国
内
で
不
足
し
て
い
作
物
に
係
る
転
作
率
及
び
全
体
の

.
転
作
目
標
面
積
の
配
分
が
ι

一ζ
の
数
量
を
昨
牟
¥
と
比
較
い
た
る
農
作
物
の
生
産
量
の
補
給
か
ら
転
作
率
が
前
年
の
転
作
率
を
二
形

れ
ま
し
た
。

4

じ
ま
す
と
、
う
る
ち
米
で
一
、
五
し
て
本
村
に
昨
年
同
面
積
の
一
三
以
上
向
上
し
た
地
区
。

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
に
一
六

O
俵
減
、
も
ち
米
で
二
三
三
俵
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
目
標
面
積
が

2

新
た
な
産
地
の
形
成
に
つ
な

交
は
悦
昭
和
四
十
二
年
か
ー
ら
四
増
で
差
引
一
、
三
二
七
俵
の
減
で
配
分
さ
れ
ま
し
た
o

が
る
新
規
転
作
の
一
導
入
に
よ
り
ぜ

凶

宇

四

年

産

米

の

平

均

売

渡

由

あ

り

ま

す

。

奨

励

補

助

金

に

つ

い

て

は

昨

年

作

面

」

積

が

三

ヘ

ク

タ

ー

ル

〈

野

菜

か

b
昭F

和
五
ナ
二
年
度
の
水
町
村
は
こ
の
数
量
に
基
づ
い
て
三
同
様
大
豆
野
菜
等
の
一
般
奨
励
作
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
〉
と
な
っ
た
場
合

合
利
用
対
策
の
転
作
目
標
、

z

月
末
日
ま
で
に
生
産
者
別
事
前
売
物
に
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
三
七
、
及
び
五
十
一
年
に
大
き
な
冷
害
を

改
良
事
業
通
年
施
行
の
実
施
同
渡
申
込
限
度
数
量
を
定
め
通
知
す

0
0
0円
、
小
豆
、
こ
ん
に
ゃ
く
受
け
た
よ
う
な
水
稲
限
界
地
域
に

み
面
積
に
基
づ
い
て
算
定
じ
ぶ
る
予
定
で
居
り
ま
す
。
等
の
特
認
食
用
作
物
に
は
一
。
ァ
お
い
て
、
い
わ
一
ゆ
る
適
地
遺
産
の

量
を
差
引
い
た
数
量
を
】
基
礎
3

尚
、
米
の
需
給
事
情
か
ら
西
部

1
ル
当
た
り
三
二
、

0
0
0円
、
方
向
で
標
記
の
転
作
の
増
加
が
達

て
次
の
数
量
が
配
分
さ
れ
ま
、
の
平
地
で
は
出
来
る
だ
け
名
柄
米
葉
た
ば
こ
等
の
特
認
非
食
用
作
物
成
さ
れ
た
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
作

〈
一
俵
H

玄
米
六

O
均
換
算
)
で
あ
る
農
林
一
一
十
一
号
、
サ
サ
ニ
に
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
二
七
、

O
物
以
外
の
作
物
へ
の
転
作
で
あ
っ

う
る
ち
米
二
一
、
四
七
三
俵
ジ
キ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
の
作
付
を

O
O円
の
奨
励
補
助
金
が
出
ま
す
て
も
特
別
加
算
す
る
。

〈
昨
年
二
三
、

O
三
三
俵
〉
計
画
的
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
叉
五
十
二
年
度
よ
り
転
作
特
別



た ま かわ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

lA報

一
、
呂
的

こ
の
運
動
は
歩
行
者
、
自
転
車

利
用
者
、
運
転
者
の
議
主
そ
の
他

陸
上
交
通
に
関
係
為
る
す
べ
て
の

者
拡
、
交
通
安
全
思
懇
の
普
及
徴

底
を
図
号
、
正
し
い
交
通
ル
:
ル

の
実
践
を
習
噴
づ
け
、
交
通
事
故

訪
止
の
徴
底
を
国
る
こ
と
な
路
約

と
す
る
。

No. t 27 昭和52年3月1Ef 

ェ

、

期

爵

四
月
日
間
か
ら
諮
問
月
十
五
日
ま

で
の
十
二
日
開
。

一
応
、
溜
動
の
重
点

∞
渉
行
者
、
自
転
車
耗
患
者

〈
特
に
子
ど
も
、
老
人
〉
の

事
故
訪
止

信
表
需
に
お
け
る
交
通
事
故
の

3 

川

w
v
i
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
控
進

閥
、
推
進
事
寝

ω幼
児
ク
ラ
ブ
の
結
成
と
ス
ク

ー
ル
ゾ

i
y
整
鍵
充
実

幼
稚
園
、
保
育
所
に
鶴
見
ク

ラ
ブ
の
結
成
を
推
進
す
る
と

と
も
広
小
学
校
幼
稚
麗
及
び

捺
有
所
周
辺
地
域
の
交
通
事

情
り
実
替
を
は
握
検
討
し
、

ス
ク
:
ル
ゾ

l
y
の
設
定
地

域
、
範
露
及
び
諾
対
策
合
総

点
検
の
う
え
、
必
擦
な
整
備

充
実
を
随
号
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

iγ
の
興
一
効
為
る
定
着
化
を

捻
滋
ず
る
。

∞
自
転
車
利
用
者
の
安
全
対
策

(吟
夜るて自
問。交転
の遂事
事安の
故金乗
訪教り
止宵方
対をの
策拙に
の遭っ
推すい

務
学
期

JII沼誌か持分離 i誼



4 

持
年
の
稲
作
は
、
自
照
不
足
と

援
混
に
減
寂
し
、
宝

m村
の
反
収

は
一
一
一
百
五
十
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

平
年
の
八
一
ニ
パ
!
匂

γ
ト
の
作
況

で
島
り
ま
し
た
。
普
か
ら
の
「
こ

と
わ
ざ
」
に
も
、
「
冷
害
は
ニ
年

続
く
い
と
か
「
己
年
は
凶
作
」
だ

と
か
一
一
一
一
ロ
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
異

状
天
候
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
事
に
桟
意
し
て
稲
作
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

付
品
種
の
選
定

昭和52年 3完 1日

品
種
は
、
選
抽
選
作
を
前
提

と
し
て
、

m
T
・
中
・
晩
生
種
の

組
合
せ
を
行
い
、
品
種
の
特
性

を
よ
く
見
て
、
耐
冷
・
総
病
・

関
街
伏
性
の
強
い
品
種
を
選
ぶ

」
F

」

'
Y
}

。

。
平
握
培

農
林
二
十
一
号
、
サ
サ
ユ
シ

キ
、
コ
シ
ヒ
カ
ジ
、
セ
や
ミ
ノ

り
、
ト
ヨ
ユ
シ
中
。

。
出
関
地

フ
ジ
ミ
ノ
リ
ー
、
ホ
ウ
ネ
シ
ワ

セ
、
サ
サ
ミ
ノ
・

9
、
ヨ
ネ
シ
ロ

No. 1ゑ7たまかわ

∞
種
子
の
準
備

広報

自
家
採
種
の
場
合
は
、
昨
年

入
り
が
悪
か
っ
た
の
で
、
塩

水
選
に
よ
り
重
い
充
実
し
た
よ

い
種
子
を
用
い
る
こ
と
。

d

塩
水
選
の
方
法
は
、
う
る
も

無
芝
種
は
、
詑
量
一
・
一
一
一
一
で

本
十
リ
ッ
ト
ル
位
、
食
横
一
-

九
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
も
ち
無
芝
種

と
。 キ は

ロ、

グー
ブ・

ムュー睡

で O
正で
し食
く窪
行一
う・
こ部

次
に
種
子
第
毒
は
、
ベ
シ
レ

i
ト
水
和
離
の
場
合
は
、
高
譲

度
で
一
一
一
十

t
五
十
能
液
に
五

t

十
分
間
授
演
し
、
一

t
ニ
日
開

放
援
し
謡
議
す
る
。

低
濃
度
法
は
、
五
百
倍
液
に

ふハ
J
十
二
時
間
漫
漬
す
る
。
こ

の
場
合
、
薬
が
沈
澱
す
る
の
で

持
々
捜
持
し
な
い
と
効
果
が
な

、。
B
Uマ

同
・
青
苗
に
つ
い
て

平
現
地
は
稚
蔀
で
よ
い
が
、

山
間
地
は
作
挙
揺
が
狭
く
、
移

様
後
の
低
水
拙
憾
の
た
め
稚
荷
で

は
不
安
定
な
の
で
、
中
描
菅
畜

が
好
ま
し
い
。

中
寵
宵
苗
に
つ
い
て
の
ず
基
本

技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
と

商
代
の
設
置
場
所
は
従
来
の

畑
苗
代
と
折
衷
宙
代
が
為
る
が

習
の
生
育
は
焔
甜
が
よ
い
。

号
商
代
を
設
置
す
る
場
所
は
ロ

ー
タ
ロ
y

で
耕
趨
砕
土
す
る
q

折

衰
の
場
合
は
簡
易
折
衷
方
式
と

す
る
。

多
額
代
む
肥
料
は
従
来
の
焔
商

代
、
折
瑛
の
ニ
j
一
一
一
割
減
肥
と

す
る
。

③
タ
チ
ガ
レ
シ
渡
剤
で
苗
一
床
を

消
毒
す
る
。
五
百
倍
液
を
一
平

方
メ
ー
ト
ル
当
り
一
一
一
手
ッ
ト
ル

を
港
設
す
る
。

@
萄
床
の
踏
切
溝
は
広
ゐ
に
と

る
。
(
苗
床
幡
西
四
十
セ

γ
チ

メ
ー
ト
ル
・
踏
切
溝
六
十
セ

γ

チ
メ

i
ト
ル
が
よ
い
。
〉

。
育
諸
籍
へ
の
播
積

。
育
部
箱
の
床
土
は
、

p
・
廷

間
・
五

1
1
・
五
で
保
水
、
透

水
殺
の
よ
い
土
を
灘
ぶ
こ
と
。

ゆ
播
種
裁
は
乾
燥
も
み
で
箱
当

り
百
グ
ラ
ム
と
し
、
、
十
ア

i
ル

当
ヲ
エ
十
七

t
一
一
一
十
箱
必
要
で

あ
る
。

犯
罪
の
被
害
を
受
け
て
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
て
も
取
り
上
げ

て
も
ら
え
ず
、
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
と
言
っ
た
と
き
は
、
検
察
審

査
会
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

検
察
審
変
会
は
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
を
も
っ
て
い
る
認
民
の

中
か
ら
、
無
差
涜
拡
叶
ー
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
誌
隣
人
の
代
表
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
〈
郡
山
検
察
審

査
会
審
査
践
は
?
で
一
名
〉
。

不
起
訴
に
さ
れ
た
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